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　当機構は、我が国における「青少年教育の振興」及び「健全な青少年の育成」を目指し、海・山・川の自然あふれる
２７の地方施設（国立青少年交流の家・自然の家）と、東京都に都市型の青少年教育施設である国立オリンピック
記念青少年総合センターを有し、自然体験活動や集団宿泊活動をはじめ、科学・文化芸術・国際交流といった多様
な体験活動の機会と場を長年にわたり提供しています。
　また、国の政策実現に向けた取組として、ＳＤＧｓ達成の担い手を育む教育である「ＥＳＤ（持続可能な開発のた
めの教育）」の推進や国土強靭化への対応、地域との連携・協働の推進による地域貢献等の取組も進めています。

　現代は、VUCA（Volatility：変動性、Uncertainly：不確実性、Complexity：複雑性、Ambiguity：曖昧
性）の時代と表現され、少し先の未来も見通すことが難しくなり、新型コロナウイルスの影響やＣｈａｔＧＰＴに代
表される生成AI等の出現により、ますます複雑な世界になってきました。
　このような中、持続可能な社会の創り手である子供たちを育成していくためには、新たな価値を創造する力、対立
やジレンマを克服する力、責任ある行動をとる力を身に付けていくことが必要であり、これらの力の育成には「リア
ルな体験活動」が重要です。
　このため、青少年教育のナショナルセンターである当機構には、「誰一人取り残すことなく、全ての子供たちに良
質な体験を提供すること」が求められています。
　社会の多様化が進む中、障害の有無や文化的・言語的背景、家庭環境などにかかわらず、誰一人取り残すことな
く、共生社会の実現を目指し、その実現に目指した社会的包摂を推進する必要があります。

　ただし、「個」の力だけですべてを解決することは難しく、力を合わせて取り組むことが必要です。国立青少年教
育施設は、学校教育を補完しつつ、社会教育施設、企業、団体、地方公共団体等との連携によって、青少年を取り巻
く様々な課題の解決に取り組んでまいります。

　令和４年度、文部科学省は「子供の体験活動推進宣言」（令和４年６月）を発表し、当機構では、Mission（私た
ちの使命）、Vision（私たちが目指すもの）、Value
（私たちの価値観、行動指針）を明らかにしました。
　当機構のビジョンである「青少年一人ひとりが幸福
を追求できる持続可能な社会」の実現のために、職
員が一丸となって、コロナ禍で体験の機会を奪われ
た子供たちにより多くの体験活動の機会を提供して
いけるよう尽力してまいります。
　令和５年度も、当機構の事業運営にご理解・ご協
力をよろしくお願いいたします。
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民間企業・団体等との連携
経営強化を図るための財源確保の取組
アドベンチャー教育プログラム
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民間企業・団体等との連携
経営強化を図るための財源確保の取組
アドベンチャー教育プログラム
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3 500 503
収入合計
9,399

支出合計
9,399

人件費
4,257

管理運営費
1,151

運営費交付金
7,947

業務費
3,991
（2,100）

事業収入等
1,452
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　高校生が地域の課題解決等に関する体験活動を通して、課題発見・問題解
決能力を高め、地域の新たな課題や魅力に気づき、未来のふるさとを活性化
させる資質を養うという趣旨のもと、福島県内の高校生21名が２泊３日の合
宿に参加しました。
　初日は、猪苗代湖の環境を守る体験として湖岸のヒシ刈りやゴミ拾いを行っ
た後、地域を良くする観点の整理等を行いました。２日目のフィールドワークでは、「地域資源の再利用」「町おこ
し」「観光」の三つの視点で、ゲストハウスや文化財、ホテル等の関係者からの講話や実習を行った後、地域を良く
するために有効な活動の検討を行い、ポスターセッションによる発表を行いました。最終日は自身の地域での実践
活動計画を作成し、振り返りとまとめをお互いに発表し合いました。
　合宿後、参加者の１人が外来種ブラックバスの増加という地域課題に対して、フライ調理をして町おこしに繋げ
る実践活動を実施し、全国ステージにおいて文部科学大臣賞を受賞しました。

※令和３及び４年度はオンラインによる交流を実施。令和５年度については、ミクロネシ
ア諸島の子供たちを対象とした訪日プログラムを再開予定。

　郷土や自然に愛着を持ち、新たな価値を創造できる高校生の育成を目指し、高等学校の「総合的な探究の時間」に
おける「探究」の手法を取り入れたプログラムとなっています。地域活動を行うための考え方や計画づくりを実体験か
ら学ぶ「オリエンテーション合宿」と地域での「実践活動」を実施する「地域探究トライアル」と、その実践活動での学び
や内容を評価・顕彰する『地域探究アワード』から構成されています。

オリエンテーション合宿（高校生ふるさと探究プロジェクト）
施設名：国立磐梯青少年交流の家　参加者：高校生21名

　支援を要する家庭やひとり親家庭の子供たちに対して、感受
性、自主性、達成感、やり抜く力、自己肯定感の向上を図る
ため、都心の森での散策体験や創作体験、火起こし体験等の
場と機会を定期的に提供する事業を、渋谷区社会福祉協議会
と連携して実施しました。不登校児童などが好きな時間に自由
に参加できるよう、①11時から17時までの長時間形態の日
帰り開催、②途中参加・途中退出可、③毎月第３水曜日の定例
開催の三つをポイントとして実施しました。

森のゆうゆう＆アトリエゆうゆう with おりせん
施設名：国立オリンピック記念青少年総合センター　参加者：未就学児～小学校高学年とその保護者　計228名

　自然体験活動（小学５，６年生24名を対象に５泊６日で実施）が「社会的能力の変
容」や「近視の抑制」にどのような影響があるかについて、大学等との協働により調査
を実施しました。
　國學院大學と連携して調査した「社会的能力の変容」については、基礎的な社会的
能力のうち、「自己コントロール」が向上する可能性が示唆されました。
　慶應義塾大学・株式会社坪田ラボ・近視予防フォーラムとの共同研究による「近視
の抑制」に関する調査ついては、事前、本キャンプ、事後で行った調査の結果、１か
月後に行った事後調査においても近視抑制に効果があるとされる脈絡膜厚の増加が
維持されており、屋外活動による近視抑制の効果が持続されている可能性が考えられ
ます。

あかぎ無限大キャンプ
施設名：国立赤城青少年交流の家　参加者：小学校５・６年生　24名

　「ジオ教育」をテーマに周辺森林のハイキングや軽登山の活動をより教育的なも
のとして活用するため、火山の噴火によってできた岩石の様子が観察できる地点
や生物の痕跡が見られる地点等を学習ポイントとして定め、写真と解説を記載し
２つのコースを設定した「大雪の森ジオマップ」を作成しており、本事業でも２つ
のコースをそれぞれ課題設定して歩きました。
　解説を聞きながら歩くことで新たな知識を得たり、想像と実物の違いを体感し
たりすることができるため、火山活動によって生まれた地形や自然を、体験を通して理解することができる学習
と関連付けた軽登山のプログラムとして学校団体等に提供を進めています。

森と火山のミステリーツアー～謎解きゲームで十勝岳のジオを学ぶ～
施設名：国立大雪青少年交流の家　参加者：小学校４～６年生、中学校１・２年生　25名
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　令和４年１２月２日には、「未来を拓く子供応援フォーラム」を開催しました。このフォーラムは、「体験の風をおこそう」
運動と「早寝早起き朝ごはん」国民運動を連動した取り組みとして、全国各地への体験活動の普及を図るものとして実施
しました。当日は、アテネオリンピック・北京オリンピックで２種目２連覇を達成した北島康介さんをお迎えして、「習慣
化の先にある未来」と題して、幼少期の体験や習い事、食事のこと、練習に対する姿勢、子供達に伝えたい思いなどに
ついてご講演いただきました。
　このほか、各地域で体験活動を推進している団体から実践事例について報告をいただいております。

令和４年度未来を拓く子供応援フォーラム

トークショーの様子（北島  康介様） シンポジウムの様子

絵本
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　体験活動の面白さや楽しさを味わうことを通じて、日頃から様々な体験に取り組む気持ちを育むことを目的とし
て子供やその家族を対象にキッズフェスタを開催しています。令和４年度は令和４年５月28日（土）に国立オリン
ピック記念青少年総合センター及び代々木公園を会場に第９回春のキッズフェスタをおこない、延べ2,533名が
来場しました。絵本ヨガなどの親子で楽しめるプログラムやポニー乗馬体験、スポーツ体験など様々なプログラム
を実施しました。
　また、初めての試みとして同イベント内で「夜の部」を開催し、伝統芸能体験（太神楽）やキャンプファイヤー、ナ
イトハイクなど夜ならではのプログラムも実施しました。

体験の風をおこそう運動推進委員会では、年間を通じて各地域で様々な体験の機会や場の拡充に向けた社
会的機運の醸成に取り組んでおり、本運動に賛同して実施する事業や、「子ども体験遊びリンピック」へのエ
ントリー団体・施設を募集しております。
※これまで本事業は、毎年10月を推進月間と定めて実施しておりましたものの、より多くの体験を子供たち
に提供できるよう、通年で登録いただく事としました。その為、令和５年度より事業名を「体験の風をおこそ
う推進月間事業」から「体験の風をおこそう推進事業」へ変更いたしました。

「子ども体験遊びリンピック」とは、「体験の風をおこそう推進事業」にて競技性のある活動（遊び）を体験する取組です。

事業

4 794 1,755
2671444

4
伊調　 馨　氏（女子レスリングオリンピック４連覇）
瀬川  晶司　氏（プロ棋士）
恐竜くん（サイエンスナビゲーター）

　令和５年度は、国立青少年教育施設28か所と地方公共団体等の実行委員会12団体の計40団体が、地域ぐるみ
で「体験の風をおこそう」運動を推進しています。
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4 97

　困難な環境にある子供を対象に、体験活動を通じて、規則正しい生活習慣や自立する力を身につけるために「生
活・自立支援キャンプ」を実施しています。令和４年度については、児童養護施設等を対象に20事業、ひとり親家
庭等を対象に18事業、子ども食堂を利用している子供や定住外国人等を対象に５事業、その他３事業、合計46
事業を実施しました。

　私は令和３年度から学生サポーターとして、活動しています。
　昨年度は主に施設の環境整備や事業の準備・運営補助を行いました。
　その中でも、事業の運営補助では、自分が担当したブース出展の活動の
説明が子供たちに伝わらないことがあり、わかりやすく伝えることの難し
さを実感しました。この経験から、対象年齢や特性に合わせた声掛けや子
供たちに寄り添った指導方法、相手の立場に立ち、わかりやすく説明する
方法を日々の業務や事業などを通じて学んでいます。
　学生サポーターとしての学びが、自分の生活や勉学にも繋がり、とても
充実した時間を過ごしています。

４
国立諫早青少年自然の家　稲原 諒馬さん　

民間企業・団体等との連携
～青少年教育の新たな価値創造を目指して～

機構本部×民間企業等

企業等との連携による体験活動の推進

お外でリアル体験!!
そとチャレラリー2022

　「体験活動推進元年」の取組みとして、国立
青少年教育振興機構・ボーイスカウト・ガー
ルスカウトが連携し、「お外でリアル体験！！」
をコンセプトとしたスタンプラリー。
　親子や友達と一緒に、全国各地の国立交流
の家・自然の家やボーイスカウト及びガール
スカウト各団が提供している様々な野外活動
にチャレンジする。

東武鉄道株式会社×
国立青少年教育振興連携事業
　機構が有している家族向け企画のノウハウ
や施設を活用しつつ、東武トップツアーズ株
式会社による特急スペーシア、SL大樹への
乗車等の内容を盛り込んだ旅行企画。
　宿泊先である国立那須甲子青少年自然の家
において、広大な雪のフィールドを活かした
スノーアクティビティを実施。

地域ぐるみで
「体験の風をおこそう」運動
　全国の28施設がそれぞれの地域の拠点と
なって、地域ぐるみで体験活動を推進する取
組を展開。
　東京都では、企業、大学、渋谷区等で構成
する「東京都『体験の風をおこそう』運動実行
委員会」を組織し、様々な体験機会を提供す
る体験マルシェを実施。

　国立阿蘇青少年交流の家では、阿蘇ジオ
パーク推進協議会と連携協定を締結し、互い
に連携してジオパークを通した教育や体験活
動の強化を図る。協定に基づき、交流の家の
一部を阿蘇ジオパーク推進協議会の事務所と
して貸し出した。

　国立室戸青少年自然の家では、むろと廃校
水族館と連携協定を締結し、それぞれがもつ
「強み」を生かし、室戸市の観光振興に貢献す
るとともに自然体験活動の場を提供し、地域
産業を次世代に伝えていくこととした。

　国立淡路青少年交流の家では、キャプラン
株式会社と連携協定を締結し、地球環境保
全と持続可能な社会の実現を目指す次世代向
け環境教育プログラムの提供を令和5年度よ
り開始する。

国立阿蘇青少年交流の家
×

阿蘇ジオパーク推進協議会
締結日：令和４年 5月21日

国立室戸青少年自然の家
×

むろと廃校水族館
締結日：令和４年 11月13日

国立淡路青少年交流の家
×

キャプラン株式会社
締結日：令和４年 11月22日

本部では、令和４年度から経営企画室調整室を設置し、様々な企業様等と連携を図ってまいりました。

地方施設×民間企業等
各地方施設においても、民間団体等と連携協定を締結し、施設の特色化、魅力化、機能強化に取り組んでいます。
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経営強化を図るための財源確保の取組

　海洋活動体験船「くろしお」は、定員40人ほどの旅客船で、
室戸岬の周辺を指導員の解説を聞きながら回遊できる、施設
の呼び物となる体験イベントでしたが、エンジンの排気管に損
傷が見つかり、運航を見合わせていました。
　新型コロナの影響で収入が減り、修繕費（119万円）をまか
なうことが難しいことから、クラウドファンディングで寄付を
募り、その取組がNHK高知でも報道されるなど注目を集め、
約180万円の寄付を得ました。

　令和４年度は、株式会社かんぽ生命保険をネーミングライツ事業者に決定するとともに、株式会社かんぽ生
命保険及びNPO 法人全国ラジオ体操連盟と令和４年8月に包括協定を締結しました。

かんぽ生命のwebＣＭ「もっとうごかそう、ラジオ体操で。」篇
（フルバージョン）に、国立中央青少年交流の家でのラジオ体
操シーンが放映。

愛　　称：かんぽ ラジオ体操広場
命名権料：総額 10,263,０００円
契約期間：令和４年８月１日～令和７年３月３1日

導入施設：①国立磐梯青少年交流の家(福島県)
②国立那須甲子青少年自然の家(福島県)
③国立中央青少年交流の家（静岡県）
④国立淡路青少年交流の家（兵庫県）
⑤国立大洲青少年交流の家（愛媛県）

　経営強化を図るための財源を確保することを目的として、令和４年度からクラウドファンディングやネーミングライツ事業
を新たに実施しています。
　クラウドファンディングでは、国立室戸青少年自然の家（高知県）及び国立信州高遠青少年自然の家（長野県）の２施設で
実施し、いずれも目標金額を達成しました。
　また、ネーミングライツ事業では、株式会社かんぽ生命保険をネーミングライツ事業者に決定し、命名権料として約1千
万円を確保しました。
　今後も引き続き、財源確保に取り組み、青少年教育の振興及び健全な青少年の育成に取り組んでまいります。

アドベンチャー教育プログラム

　野外体験型の教育プログラムを源流にアメリカで学校向けに開発された「プロジェクトアドベンチャー」をベースとした体
験型プログラムを、オリンピックセンターをはじめ、様々な地方施設で展開しています。
　一見不可能とも思える様々な課題に仲間とともにチャレンジしていくことで、短時間でコミュニケーションの活性化や信
頼関係の構築を図ることができます。また、積極性や協調性、リーダーシップ、自己肯定感などの非認知能力の育成にも
効果的です。

令和４年度の改修工事に併せて、屋外の専用コースを新設しました。

国立オリンピック記念青少年総合センター
ユースセンターアドベンチャープログラム（YCAP）

■海洋活動体験船「くろしお」復活
　クラウドファンディングプロジェクト　（国立室戸青少年自然の家（高知県））

■株式会社かんぽ生命保険とネーミングライツ契約を締結

地方施設における取組

オリンピックセンターにおける取組

国立岩手山青少年交流の家
アドベンチャープログラム

国立吉備青少年交流の家
吉備アドベンチャープログラム（KAP）

国立山口徳地青少年自然の家
徳地アドベンチャー教育プログラム（TAP）

国立諫早青少年自然の家
諫早コミュニケーションアドベンチャープログラム（I-CAP）

国立妙高青少年自然の家
妙高アドベンチャープログラム（MA）
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　野外体験型の教育プログラムを源流にアメリカで学校向けに開発された「プロジェクトアドベンチャー」をベースとした体
験型プログラムを、オリンピックセンターをはじめ、様々な地方施設で展開しています。
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令和４年度の改修工事に併せて、屋外の専用コースを新設しました。

国立オリンピック記念青少年総合センター
ユースセンターアドベンチャープログラム（YCAP）

■海洋活動体験船「くろしお」復活
　クラウドファンディングプロジェクト　（国立室戸青少年自然の家（高知県））

■株式会社かんぽ生命保険とネーミングライツ契約を締結

地方施設における取組

オリンピックセンターにおける取組

国立岩手山青少年交流の家
アドベンチャープログラム

国立吉備青少年交流の家
吉備アドベンチャープログラム（KAP）

国立山口徳地青少年自然の家
徳地アドベンチャー教育プログラム（TAP）

国立諫早青少年自然の家
諫早コミュニケーションアドベンチャープログラム（I-CAP）

国立妙高青少年自然の家
妙高アドベンチャープログラム（MA）

ト
ピ
ッ
ク

20



30

21



30

22



４

４

宿泊
973,385人

宿泊
108,080人

令和４年度

843,233

1,081,465

1,924,698

日帰り
387,235人

日帰り
455,998人

利用者数
1,360,620

利用者数
564,078

青少年団体
6,096

保育所・幼稚園
898

保育所・幼稚園　29

小学校・中学校・
中等教育学校・
特別支援学校
5,571

小学校・中学校・
中等教育学校・
特別支援学校
50

高等学校
410

大学・短期大学・
高等専門学校
333

その他の学校
138

企業等
1,191

その他の
教育関係施設・団体等
1,010

その他の団体・
グループ・
サークル等
6,004

高等学校　115

大学・短期大学・
高等専門学校
89

その他の学校　154

企業等　729

その他の
教育関係施設・
団体等
4,870

その他の団体・
グループ・
サークル等
1,554

青少年団体
3,431

そう思う
86.6％

ややそう思う
12.4％

あまり思わない0.9％

思わない　0.1％

23



４

４

宿泊
973,385人

宿泊
108,080人

令和４年度

843,233

1,081,465

1,924,698

日帰り
387,235人

日帰り
455,998人

利用者数
1,360,620

利用者数
564,078

青少年団体
6,096

保育所・幼稚園
898

保育所・幼稚園　29

小学校・中学校・
中等教育学校・
特別支援学校
5,571

小学校・中学校・
中等教育学校・
特別支援学校
50

高等学校
410

大学・短期大学・
高等専門学校
333

その他の学校
138

企業等
1,191

その他の
教育関係施設・団体等
1,010

その他の団体・
グループ・
サークル等
6,004

高等学校　115

大学・短期大学・
高等専門学校
89

その他の学校　154

企業等　729

その他の
教育関係施設・
団体等
4,870

その他の団体・
グループ・
サークル等
1,554

青少年団体
3,431

そう思う
86.6％

ややそう思う
12.4％

あまり思わない0.9％

思わない　0.1％

24



2

0分 1分～15分未満 15分～30分未満 30分～1時間未満

1時間～2時間未満 2時間～3時間未満 3時間以上

70.4％

52.3％ 14.0％

13.9％

9.4％

5.7％ 4.8％

10.2％ 7.5％

2.7％
1.1％
1.3％

3.0％
3.5％

の読書活動

主な
調査結果１

子供に限らず全ての年代の人の読書離れが進んでいます。特に、1ヶ月に読む本の量が0冊と
回答した人の割合は、年代に関係なく大きく増加していて、平成30年の調査では全体の約半数
が全く本（紙媒体）を読んでいないと答えていました。

主な
調査結果3

読書のツールに関係なく、読書している人はしていない人よりも意識・能力（非認知能力）
が高い傾向がありますが、本（紙媒体）で読書している人の意識・能力（非認知能力）は最も高い
傾向があります。

主な
調査結果2

紙媒体の読書が減る一方で、電子媒体の読書は増えています。

３

図2.携帯電話、スマートフォン、タブレットを利用した１日あたりの読書時間の経年比較

より

25



2

0分 1分～15分未満 15分～30分未満 30分～1時間未満

1時間～2時間未満 2時間～3時間未満 3時間以上

70.4％

52.3％ 14.0％

13.9％

9.4％

5.7％ 4.8％

10.2％ 7.5％

2.7％
1.1％
1.3％

3.0％
3.5％

の読書活動

主な
調査結果１

子供に限らず全ての年代の人の読書離れが進んでいます。特に、1ヶ月に読む本の量が0冊と
回答した人の割合は、年代に関係なく大きく増加していて、平成30年の調査では全体の約半数
が全く本（紙媒体）を読んでいないと答えていました。

主な
調査結果3

読書のツールに関係なく、読書している人はしていない人よりも意識・能力（非認知能力）
が高い傾向がありますが、本（紙媒体）で読書している人の意識・能力（非認知能力）は最も高い
傾向があります。

主な
調査結果2

紙媒体の読書が減る一方で、電子媒体の読書は増えています。

３

図2.携帯電話、スマートフォン、タブレットを利用した１日あたりの読書時間の経年比較

より

26



４

４,078

４,516

413

25

３,055

３,391

323

13

74.9％

75.1%

78.2%

52.0%

1,238,885

1,469,801

151,968

78,948 【考えよう、災害時のトイレ】 株式会社HAP

７泊８日のゆったりした時間の中で ～心を育むどんぐりキャンプ～
団体名：六甲学童保育所　活動日：令和4年7月31日～8月7日（7泊8日）
募集対象：小学1年生～6年生

　小学1年生から6年生を対象に、7泊8日のキャンプを実施しました。川遊びや星
空観察などの日常生活では体験できない活動をする中で、自然の中で仲間と楽しむだ
けでなく、食事作りや洗濯といった生活においても、自分が担当する仕事に取組み、
仲間と協力することの大切さを学ぶ機会となりました。また、時間的に余裕をもって
過ごせる活動であったため、集団生活の中でおきた課題についても、自分たちで解決
できるようになりました。

びわこビブリオ道場　2022　秋の風
団体名：びわこビブリオ道場　活動日：令和4年11月6日
募集対象：小学3年生～高校生、大学生、一般、保護者

　子供の読書活動を推進するためのフォーラムを開催しました。今回は、高校生の読
書活動を推進するために、高校生による朗読や、ブックトーク、児童文学作家による
講演、高校生から作家へのインタビューなどを行いました。高校生の読書離れが課題
となっている中で、読書活動関係者や読み聞かせボランティアが、今後の読書活動の
推進について考える機会となりました。

　普段、当たり前のように使っている水洗トイレは、地震などの災害時には停電や断
水の影響で使えなくなってしまうこともあります。本教材では、自宅の水洗トイレが
使えなくなった姉弟が災害時のトイレ問題に立ち向かう様子を描いた漫画をメインに、
動画やクイズなどで学べるコンテンツを作成しました。
　主に中高生を対象としていますが、漫画で分かりやすい内容のため、地域におけ
る防災訓練などの防災活動でも活用いただけるものとなっています。
https://www.toilet.or.jp/toilet-think/
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62.9％
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